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（2）短期アウトカム （資金
的支援）

指標 初期値/初期状態 目標値／目標状態 目標達成時期

1.実行団体の取組みにより
人と人、組織と組織のつな
がりや連携・協力が強化さ
れる。

「地域コミュニティ」を重視し、
①連携・協力団体は増えているか
②当事者の参加は増えているか
③どのようにつながりや連携・協力が図
れたか

5段階で初期値を置
く/事業実施に際して
地域の団体などとど
のようなつながりを
持っているか。

10段階で目標値を置
く/事業の実施で地域
の団体などとどのよう
なつながりが生じたか。

2023年3月
（2021年3月、2022年3
月には中間的な時期として
設定）

2.実行団体の取組みにより
公共政策・制度的な課題を
明確にし、改善策を明らか
し提示する。

「社会貢献」を重視し、
①公共政策・制度的な課題を明らかに
できたか
②公共政策・制度的な改善策を提示で
きたか

3段階で初期値を置
く/協同・公共の意識
のもとに事業を計画
しているか。

3段階で目標値を置く
/事業の実施後協同・
公共的な実績が生じ
たか。

2023年3月
（2021年3月、2022年3
月には中間的な時期として
設定）

3.実行団体が自らの活動
を評価し、目的・目標・活動
を明確化することにより、そ
の改善を図り事業の重要
性を高める。

「目的の明確化」を重視し、
①事業の目的・目標の重要性が確認で
きたか
②事業の目的・目標の改善点が明らか
にできたか

3段階で初期値を置
く/事業の実施に際し
て目的・目標が明確
化されているか。

3段階で目標値を置く
/事業の実施後目的・
目標が達成されたか。

2023年3月
（2021年3月、2022年3
月には中間的な時期として
設定）

4.実行団体が自らの組織
マネジメントのあり方を振り
返り組織の持続可能性を
高める。

「発展性」を重視し、
①活動や事業を通じた担い手の数は増
えたか
②組織マネジメントの課題は明らかに
なったか
③事業を通じた組織の変化や効果は
あったか

マネジメントシートに
よる/事業実施にあた
り組織マネジメント
シートを記入する。

マネジメントシートによ
る/事業実施後に組織
マネジメントシートを記
入しその分析を行う。

2023年3月
（2021年3月、2022年3
月には中間的な時期として
設定）

5.「コロナ対策緊急支援」
により緊急対策、リスク管理
等の構築、強化を図ること
ができる。（8団体対象）

①緊急・協力体制の強化が図れたか
②既存採択事業への影響は抑えられた
か

組織運営体制を確認
し、対象者の状況が
把握されているか。

組織運営体制が強化
され、対象者の状況が
改善されたか。

2021年8月
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（2）短期アウトカム
（非資金的支援）

指標 初期値/初期状態
目標値／目標
状態

目標達成時期

1.「事前相談による
アドバイスや連携・協
力団体の紹介」によ
り実行団体による事
業活動が活性化さ
れ、円滑に遂行され
る。

「地域コミュニティ」を重視し、
①連携・協力団体は増えているか
②当事者の参加は増えているか
③どのようにつながりや連携・協力が図
れたか
④緊急支援において関連団体とのつな
がりや連携・協力が図れたか（8団体）

5段階で初期値を置く
/事業実施に際して地
域の団体などとどのよ
うなつながりを持って
いるか。

10段階で目標
値を置く/事業
の実施で地域
の団体などと
どのようなつな
がりが生じた
か。

2023年3月
（2021年3月、
2022年3月に
は中間的な時
期として設定）
＊指標③につ
いては2021年
8月

2.「公開選考会によ
る選考委員との質
疑」「中間報告会、
報告会の開催」など
により、実行団体に
よる事業活動が活性
化され、円滑に遂行
される。

「地域コミュニティ」を重視し、
①連携・協力団体は増えているか
②当事者の参加は増えているか
③どのようにつながりや連携・協力が図
れたか

5段階で初期値を置く
/事業実施に際して地
域の団体などとどのよ
うなつながりを持って
いるか。

10段階で目標
値を置く/事業
の実施で地域
の団体などと
どのようなつな
がりが生じた
か。

2023年3月
（2021年3月、
2022年3月に
は中間的な時
期として設定）
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【コミュニティへの関与】

コミュニティへの関与をはじめ地域共生社会づくりに向けた取組みについては、
現段階での進捗状況の把握や評価は困難であり、事後評価の段階での把握、評価を
試みることとしたい。
ただし、一部の実行団体ではすでにその成果、効果の様子は伺える。

【中間評価時での把握】

・複数の実行団体の取組みで

は地域コミュニティへの関与

が伺える

【今後の取組み】

・事業活動における地域の団体、

住民との関与や参加のあり方、

その数、変化などの記録

【事業終了時】

・地域コミュニティへの成果・

効果

・自治体との関与による効果

〇事業活動の把握、地域コミュ

ニティとの関与の予測

〇「中間報告会」等の開催

〇実行団体の事業活動を把握、

可能な範囲で観察・参加・関与

〇成果・効果の整理

〇自治体施策などとしての可能

性を追求

➢ 取組みの流れ

➢ ・取組概要と資金分配団体としての要点など

介入（伴走） ⇒ アウトプット ⇒ アウトカム



⚫ 国の制度等の有無

国の制度

ある

自治体の制度、取組
み、事業がある

事業に参入する

自治体の制度、取組
み、事業がない

（自治体参照）

ない

（自治体参照）

制度関連にかかる支援と流れ



⚫ 自治体の制度等の有無

自治体の制度

ある

自治体の取組み

事業がある
事業に参入する

自治体の取組み

事業がない

取組み・事業を

提案

ない

関連制度が活用

できる
事業に参入する

関連制度が活用

できない

自治体独自の制度

を提案


